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「
サ
ブ
ス
ク
契
約
のト

ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！
」

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心

131○

伊豆の国市役所伊豆長岡庁舎
相談日：毎週月～金曜日、9：00 ～ 16：00
（12：00 ～ 13：00、年末年始・祝日は除く）

※相談員による相談は月・水・金曜日
問伊豆の国市消費生活センター ☎055-948-2901

【消費生活相談】 伊豆市役所（伊豆市小立野）
相談日：毎週火～木曜日、8：30 ～ 17：15
（12：00 ～ 13：00、年末年始・祝日は除く）

問伊豆市消費生活センター　☎ 0558-72-9858

（
文
と
絵
）　

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

　

通
販
サ
イ
ト
の
有
料
会
員
、
動

画
配
信
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ア
プ
リ
な
ど
多
様
な
契
約

で
、い
わ
ゆ
る
サ
ブ
ス
ク
契
約（
サ

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
契
約
―
定
め

ら
れ
た
料
金
を
定
期
的
に
支
払
う

こ
と
に
よ
り
、
一
定
期
間
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
）の
方
法
に
よ

る
場
合
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
サ
ブ
ス
ク
契
約
の
典

型
的
な
ト
ラ
ブ
ル
は
、
当
初「
無

料
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
」な
ど
と
表

示
が
あ
っ
た
た
め
、
試
し
に
申
し

込
み
を
し
た
と
こ
ろ
、
一
定
期
間

経
過
後
に
自
動
的
に
有
料
の
継
続

契
約
に
移
行
し
、
継
続
的
に
費
用

が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
さ
れ

る
な
ど
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

「
興
味
が
あ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
、

さ
っ
そ
く
申
込
み
。」と
ク
リ
ッ
ク

す
る
前
に
、
今
一
度
、
契
約
内
容

を
慎
重
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 地域づくり推進課
☎ 055-948-1412

どのような活動をしていますか？
アイガモ農法による米づくりや無農薬のさつまい

もづくりといった活動を通じて、子どもたちへの食
育や地域づくりに取り組んでいます。栽培するお米
は、もち米とうるち米で、収穫したもち米を使って
地域の人と一緒に餅つきも実施しています。

活動を通じてうれしかったことは？
　子どもたちには、収穫したうるち米のおにぎり
や飼育したアイガモを鴨鍋にして食べてもらった
こともありました。子どもたちにとっても貴重な
体験であったと思います。普段は作文が苦手で書
けなかった子が、たくさん作文を書けたと先生か
ら言われたことはうれしかったです。

活動で大切にしていることは？
地域おこし体験を通じて、人と人との心のふれ

あいや絆づくりを大切にしています。次の世代を
担う子どもたちには、太陽の光を浴びて耕作して
もらいたい、同時に命の大切さを学んでもらいた
いと思います。

読者へのメッセージ
　私たちの活動は、2012年から仲間と仲良く穏
やかに続けてきました。継続は力なりと言います
が、長く活動を
続けるためには
自分たちが楽し
むことが大切で
す。こういった
市民活動は、ぜ
ひ伊豆の国市全
体に広がってほ
しいです。 ▲アイガモ農法の様子

　　　　　　　　　　　江間みのり会　 　　　  代表 朝香一　☎ 090-4261-3920

国
際
交
流
員
が
モ
ン
ゴ
ル
を
紹
介
！
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Ｈ
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ａ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
う
ら
ら
か
な
新
春
を
迎
え
、
ま
す

ま
す
ご
壮
健
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

冬
も
大
好
き
で
す
が
、
新
春
と
い
う
言

葉
を
聞
く
だ
け
で
、
な
ん
だ
か
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
す
。
今
モ
ン
ゴ
ル
の
気
候
は
極
寒
の

冬
季
に
あ
た
り
、
毎
日
凍
え
る
よ
う
な
寒

さ
で
、
春
の
訪
れ
に
は
ま
だ
ま
だ
早
い
で

し
ょ
う
。
伊
豆
の
冬
は
モ
ン
ゴ
ル
の
春
季

の
よ
う
な
気
候
で
、
私
は
時
折
、
雪
が
恋

し
く
な
り
ま
す
が
、
雪
が
積
も
っ
て
い
る

富
士
山
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
な
ん
だ
か

嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
日
本
モ
ン
ゴ
ル
外
交
関

係
樹
立
50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を

迎
え
ま
す
。
昨
年
、
７
月
に
行
わ
れ
た
両

国
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
２
０
２
２
年
を

「
青
少
年
交
流
促
進
年
」と
し
ま
し
た
。

　

伊
豆
の
国
市
は
、
平
成
27
年
８
月
５
日

に
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
ソ
ン

ギ
ノ
ハ
イ
ル
ハ
ン
区
と
都
市
交
流
に
関
す

る
覚
書
を
締
結
し
、
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前

キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
柔
道
モ
ン
ゴ
ル
代
表

チ
ー
ム
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
交

流
の
一
環
で
、
伊
豆
の
国
市
友
好
都
市
交

流
協
会
は
平
成
28
年
度
よ
り
、
市
内
中
学

生
を
対
象
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
国
を
訪
問

す
る
海
外
研
修
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
２
年
間
の
研
修
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
毎

年
数
多
く
の
生
徒
が
参
加
し
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
同
年
代
の
外

国
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
、
日
本
と
は

違
う
風
土
や
文
化
を
肌
で
感
じ
る
良
い
体

験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
事
業
に
参
加
し
た
中
学
生
の
多
く

は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
今
ま
で
抱
え
て

き
た
イ
メ
ー
ジ
が
違
っ
た
こ
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
言
葉
が
重
要
で
す

が
、
言
葉
以
上
に
大
切
な
こ
と
は「
自
分

か
ら
知
ろ
う
と
し
、
理
解
し
よ
う
と
す

る
事
」だ
と
感
じ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て

言
葉
や
文
化
は
違
っ
て
も
心
が
通
じ
合
え

る
、
モ
ン
ゴ
ル
に
行
っ
た
こ
と
で
日
本
の

良
さ
を
見
つ
け
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
、

な
ど
の
感
想
が
印
象
的
で
し
た
。

　

先
月
開
催
さ
れ
た
伊
豆
の
国
市
柔
道
連

盟
主
催
、「
伊
豆
の
国
市
長
杯
第
６
回
伊

豆
の
国
市
少
年
柔
道
錬
成
大
会
」で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
モ
ン
ゴ

ル
国
か
ら
の
参
加
が
な
か
っ
た
こ
と
が
残

念
で
し
た
。
し
か
し
来
年
は
楽
し
く
交
流

が
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
い
う
声
を

多
く
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
交
流
事
業
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
は
国
際
的
な
視

野
を
広
げ
て
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
私
も
負
け
ず
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
興
味
を
持
ち
続
け
、
た
く
さ
ん
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
一
年
に
し
た
い
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
バ
ヤ
ル
タ
ェ
。

問
市
長
公
室

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
３
１

モンゴルクイズ（答え）
モンゴル人は羊肉を一番多く食べますが、つ
ぎに多く食べられるのは何肉でしょうか？

①豚肉、②鶏肉、③牛肉、④馬肉

正解は、③牛肉でした。
モンゴルでは、羊肉→牛肉
→馬肉→鶏肉→豚肉の順で
よく食べられています。▲平成30年にモンゴル国を訪問した中学生


